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よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
を
め
ざ
し
て
／

老
後
安
心
の
福
祉
の
ま
ち
小
平
を

鈴
木
だ
い
ち
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

よ
り
よ
い
環
境
で
子
育
て
の 

で
き
る
小
平
市
を
め
ざ
し
て

質
問　

①
仲
町
保
育
園
の
民
間
移
行

に
お
い
て
、
保
護
者
か
ら
は
、
定
員

数
と
園
庭
の
広
さ
は
担
保
し
て
ほ
し

い
と
い
う
切
実
な
要
求
が
出
さ
れ
て

い
る
が
見
解
は
。

　

②
産
後
ケ
ア
事
業
と
し
て
宿
泊
型

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
支
援
が
な
い

た
め
、
早
急
に
実
施
で
き
る
体
制
を

確
保
す
べ
き
だ
が
、
検
討
状
況
は
。

市
長　

①
定
員
数
は
、
令
和
４
年
４

月
の
待
機
児
童
数
が
減
少
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
仲
町
保
育
園
の
１３０
人
を

１１０
人
に
縮
小
す
る
。
園
庭
面
積
は
運

営
事
業
者
決
定
後
、
当
該
事
業
者
に

園
庭
拡
張
の
意
向
を
確
認
し
て
い
く
。

　

②
現
在
、
市
内
に
宿
泊
型
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
が
で

き
る
医
療
機
関
等
の
施
設
が
な
い
た

め
、
今
後
の
医
療
機
関
の
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の 

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
小
平
を

質
問　

物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
、

介
護
事
業
所
で
は
厳
し
い
経
営
状
況

が
続
い
て
い
る
。
食
材
費
の
補
助
な

ど
早
急
な
支
援
体
制
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

市
長　

介
護
事
業
所
に
対
し
、
光
熱

水
費
及
び
ガ
ソ
リ
ン
費
の
補
助
を
実

施
す
る
が
、
食
材
費
の
補
助
に
つ
い

て
も
材
料
費
の
高
騰
な
ど
を
踏
ま
え

た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
南
西
部
と
立
川
市
の
連
携
／

児
童
・
生
徒
を
守
る
ハ
ー
ド
整
備
を

福
室
英
俊
議
員

（
政
和
会
）

小

平

市

南

西

部

と 

立
川
市
と
の
連
携
に
つ
い
て

質
問　

立
川
市
の
ご
み
処
理
場
が
今

後
移
転
す
る
が
、
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て
市
が
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　

令
和
４
年
度
中
を
目
途
に
策

定
さ
れ
る
若
葉
町
ま
ち
づ
く
り
方
針

で
、
今
後
の
方
向
性
が
定
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
の
安
全
安
心
を
守
る 

た
め
の
ハ
ー
ド
整
備
を

質
問　

①
各
教
室
へ
の
学
校
１１０
番
の

設
置
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　

②
来
校
者
受
付
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　

③
市
内
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

る
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
重
量
は
。

教
育
長　

①
職
員
室
等
に
あ
る
機
器

で
警
察
と
の
緊
急
連
絡
体
制
は
確
保

さ
れ
て
お
り
現
時
点
考
え
て
い
な
い
。

　

②
校
門
付
近
の
防
犯
カ
メ
ラ
で
記

録
等
さ
れ
て
お
り
設
置
予
定
は
な
い
。

　

③
正
確
な
重
量
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
一
般
流
通
品
は
ア
ル
ミ
製
約

１５０
㌔
グ
ラ
ム
、鉄
製
約
２３０
㌔
グ
ラ
ム
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り
と 

放
課
後
の
学
習
に
つ
い
て

質
問　

放
課
後
の
児
童
・
生
徒
の
学

習
に
資
す
る
学
習
ア
プ
リ
の
導
入
は
。

教
育
長　

今
後
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
課
題
整
理
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
百
足
作
戦
で
健
幸
都
市
へ

小
川
駅
西
口
再
開
発
／
消
費
税
緊
急

減
税
を
／
学
校
給
食
費
無
償
化
を

細
谷
正
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

再
び
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発 

事
業
と
駅
周
辺
諸
課
題
に
つ
い
て

質
問　

①
大
規
模
災
害
に
対
す
る
防

災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
や
、
帰
宅
困
難

者
対
策
で
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
。

　

②
既
存
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
の

代
替
確
保
に
つ
い
て
協
議
の
進
捗
は
。

　

③
仮
称
武
蔵
野
救
急
病
院
の
専
門

科
と
病
床
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
再
開
発
組
合
か
ら
は
、
帰

宅
困
難
者
を
収
容
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
、

備
蓄
品
の
保
管
場
所
の
確
保
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

②
令
和
３
年
度
の
西
武
鉄
道
株
式

会
社
と
の
協
議
で
、
同
社
所
有
の
土

地
を
市
が
使
用
す
る
承
諾
を
得
た
。

再
開
発
組
合
が
仮
設
自
転
車
駐
車
場

を
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

③
提
出
さ
れ
た
計
画
概
要
で
は
救

急
科
、
内
科
及
び
外
科
な
ど
１１
診
療

科
目
で
病
床
は
１３２
床
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
ダ
ブ
ル
の

危
機
に
市
の
支
援
体
制
を
求
め
る

質
問　

消
費
税
１０
％
の
緊
急
減
税
と
、

適※７格
請
求
書
等
保
存
方
式
導
入
の
中

止
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

前
者
は
、
税
率
引
上
げ
分
は

増
加
す
る
社
会
福
祉
費
等
の
財
源
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
後
者
は
複
雑

化
し
た
消
費
税
の
運
用
等
に
必
要
な

こ
と
か
ら
国
に
求
め
る
考
え
は
な
い
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

〇
市
立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
に
踏
み
出
す
こ
と
を
求
め
る

い
じ
め
防
止
対
策
の
条
例
制
定
を
／

帯
※
８
た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

山
田
大
輔
議
員

（
政
和
会
）

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
い
じ
め
防
止

対
策
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
す
べ
き

質
問　

①
学
校
で
の
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
に
基
づ
く
重
大
事
態
発
生

時
の
調
査
結
果
を
受
け
、
学
識
経
験

者
等
で
構
成
す
る
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
を
市
長
が
設
置
し
た
事
例
は
。

　

②
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
は
あ
く

ま
で
方
針
で
あ
り
条
例
が
必
要
で
は
。

市
長　

①
こ
れ
ま
で
事
例
は
な
い
。

教
育
長　

②
学
校
で
の
い
じ
め
問
題

は
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
対
応
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
市
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
各
学

級
の
実
態
等
に
配
慮
し
な
が
ら
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
。

任
意
予
防
接
種
の
帯
状
疱
疹 

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

質
問　

①
市
民
の
帯
状
疱
疹
の
発
症

件
数
把
握
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

　

②
予
防
接
種
費
用
を
助
成
す
べ
き

だ
が
見
解
は
。

市
長　

①
法
律
に
基
づ
く
指
定
感
染

症
に
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
京
都

へ
の
発
生
届
の
提
出
義
務
が
な
い
た

め
、
件
数
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

　

②
発
症
及
び
重
症
化
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
、
国
の
厚
生
科

学
審
議
会
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
分
科

会
予
防
接
種
基
本
方
針
部
会
で
安
全

性
や
効
果
の
持
続
性
等
に
つ
い
て
の

審
議
が
継
続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

安
心
し
て
子
育
て
す
る
た
め
に
／

市
民
の
行
き
た
く
な
る
公
園
づ
く
り
を

外
山
ま
な
み
議
員

（
政
和
会
）

小
平
市
で
安
心
し
て 

子
育
て
す
る
た
め
に

質
問　

①
小
・
中
学
生
の
医
療
費
助

成
の
所
得
制
限
は
撤
廃
で
き
な
い
か
。

　

②
都
は
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高

校
生
ま
で
拡
大
す
る
が
市
の
対
応
は
。

　

③
１
人
当
た
り
の
面
積
基
準
が
確

保
で
き
て
い
な
い
、
ま
た
定
員
数
を

超
え
た
学
童
ク
ラ
ブ
は
何
か
所
か
。

　

④
ゼ
ロ
歳
児
見
守
り
訪
問
と
し
て
、

お
む
つ
の
無
料
宅
配
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
応
能
負
担
の
考
え
方
に
基

づ
き
実
施
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
下
、現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

②
今
後
、
都
が
示
す
準
備
経
費
や

補
助
基
準
額
等
確
認
し
、
令
和
５
年

度
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

③
公
設
学
童
ク
ラ
ブ
４０
ク
ラ
ブ
の

う
ち
、
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
、

前
者
は
１３
、
後
者
は
２６
で
あ
る
。

　

④
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
の

助
産
師
訪
問
や
、
３
～
４
か
月
児
健

康
診
査
で
の
保
健
師
に
よ
る
見
守
り
、

フ
ァ
ー
ス
ト
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
で
の
保
健
師
の
電
話
相
談
な
ど

見
守
り
が
必
要
な
人
に
は
対
応
し
て

い
る
た
め
、現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

公
園
の
利
活
用
か
ら
市
民
の 

行
き
た
く
な
る
公
園
づ
く
り
を

質
問　

西
東
京
市
は
公
園
管
理
等
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

小
平
市
に
お
い
て
も
有
効
で
は
。

市
長　

今
後
の
公
民
連
携
の
手
法
を

研
究
、検
討
す
る
中
で
参
考
と
す
る
。

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
の
催
し

物
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
病
気
見
舞
い

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い

○
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲

食
物
の
差
し
入
れ
な
ど

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１　

タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
と
は

　

駅
等
で
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ

利
用
で
き
る
よ
う
タ
ク
シ
ー
が
常

駐
し
て
い
る
場
所
の
こ
と
。

※
２　

脳の
う

脊せ
き

髄ず
い

液え
き

減げ
ん

少
し
ょ
う
し
ょ
う
症
と
は 

　

外
傷
等
に
よ
り
脳
脊
髄
液
が
漏

れ
出
し
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

頭
痛
や
目
ま
い
、
倦
怠
感
な
ど
の

様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
と
さ

れ
る
疾
患
の
こ
と
。

※
３　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は

　

手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
意
味

を
持
つ
言
葉
で
、
福
祉
の
分
野
等

に
お
い
て
は
、
積
極
的
に
対
象
者

の
い
る
場
所
に
出
向
い
て
働
き
か

け
を
行
い
、
支
援
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
。

※
４　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

と
は

　

国
が
認
定
し
た
地
方
自
治
体
の

地
方
創
生
の
取
組
に
対
し
て
、
企

業
が
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、
法

人
関
係
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る

仕
組
み
の
こ
と
。

※
５　

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
と
は

　

Female

（
女
性
）とTechnology 

（
技
術
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、

先
進
的
な
技
術
を
用
い
て
女
性
が

抱
え
る
健
康
問
題
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
課
題
等
を
解
決
す
る
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

※
６　

正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
は

　

人
が
予
期
し
な
い
事
態
に
直
面

し
た
と
き
、
あ
り
得
な
い
と
い
う

先
入
観
や
思
い
込
み（
バ
イ
ア
ス
）

が
働
き
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
正

常
だ
と
自
動
的
に
考
え
る
心
の
働

き
の
こ
と
。

※
７　

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
と
は

　

登
録
番
号
、
適
用
税
率
、
消
費

税
額
等
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
の
発
行
を
取
引
先
か

ら
受
け
、
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り

消
費
税
の
仕
入
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
、

令
和
５
年
１０
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

※
８　

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
と
は

　

水
ぼ
う
そ
う
と
同
じ
ウ
イ
ル
ス

を
原
因
と
す
る
病
気
の
こ
と
。
水

ぼ
う
そ
う
が
治
っ
た
後
も
ウ
イ
ル

ス
は
体
に
潜
ん
で
お
り
、
加
齢
や

疲
労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
免

疫
力
が
低
下
し
た
と
き
に
再
び
活

動
を
始
め
る
こ
と
が
あ
り
、
帯
状

疱
疹
と
し
て
発
症
す
る
と
さ
れ
る
。

用
語
の
解
説

用
語
の
解
説

議
員
の
寄
附
行
為
は

議
員
の
寄
附
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

一般質問

常任委員会では、先進市等の事業を調査するために行政視察を行っています。
令和 ４年 ５月１１日～１３日及び１８日～２０日に実施した視察先、及び視察事項は以下のと
おりです。

常任委員会の行政視察常任委員会の行政視察

総務委員会（ ５月１１日～１３日）
●宗像市（福岡県）
　財源確保の取組について
●佐賀県
　職員の育児休業取得促進施策について
●福岡県
　財源確保の取組について

生活文教委員会（ ５月１１日～１３日）
●泉大津市（大阪府）
　オーガニック給食の取組について
●四日市市（三重県）
　自治会加入促進に関する取組について
●半田市（愛知県）
　部活動の地域移行に関する取組について

厚生委員会（ ５月１８日～２０日）
●小牧市（愛知県）
　こまきこども未来館について
●京都市（京都府）
　こどもみらい館について
●奈良市（奈良県）
　奈良市子どもセンターについて

環境建設委員会（ ５月１８日～２０日）
●佐賀市（佐賀県）
　デマンドタクシーの取組について
●糸島市（福岡県）
　オンデマンドバスの取組について
●北九州市（福岡県）
　公園の管理、開発について


